
発行 鳥取県水産試験場（電話：0859-45-4500） 

平成３０年４月から下記２社の広告を１年間掲載することになりました。 

いつの時代も、技術とサービスをもって水産業・漁業の皆様を支援してまいります 
 

西日本ニチモウ株式会社 
 

      本    社  山口県下関市小月小島2丁目3-17 〒750-1136 
                                     電話 083-282-4041（代表）  FAX 083-282-0424  
  境港営業所  鳥取県境港市栄町67番地  〒684-0006 電話 0859-44-0475   FAX 0859-42-6330 

掲載期間 H30.9月下旬 
       ～H30.10月中旬 

第205号 平成30年9月版 

9月中旬 24.6℃ 

（電話：0858-34-3321） 

鳥取県栽培漁業センター 沈砂槽 

鳥取沿岸の水温 

平年より 約0.2℃低め  試験船による海洋観測結果（9月上旬） 
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共和水産株式会社 
代表取締役 岩田 祐二 

〒684-0006 鳥取県境港市栄町65番地 
TEL:0859-44-7171（代） FAX 0859-42-6530 

鳥取県沖と隠岐諸島周辺海域は25～27℃で、平年
並みの値となっています。 

鳥取県沖と隠岐諸島周辺海域は12～17℃を示し、 
浜田沖北緯36˚50′ 、鳥取県西部沖37˚ 以北に10℃以下
の冷水が認められます。 

鳥取県沖と隠岐諸島周辺海域は18～25℃を示し、平年
よりやや高め値となっています。 

隠岐諸島北方、鳥取県東部沖に4～7℃を示す
暖水域が複数認められます。 

・島根沖 冷 水     ： 浜田沖北緯35˚ 50‘付近に認められます。 

・山陰 若狭沖冷水：鳥取西部沖北緯37˚ 付近に認められます。 

・沖合の対馬暖流   ：島根沖冷水に沿って流れ、隠岐諸島西方から北方へ流れて

います。その後、山陰・若狭冷水に沿って東方へ流れてい

ると考えられます。 

・島根沖 冷 水     ： 浜田沖北緯35˚ 50‘付近に認められます。 

・山陰 若狭沖冷水：鳥取西部沖北緯37˚ 付近に認められます。 

・沖合の対馬暖流   ：島根沖冷水に沿って流れ、隠岐諸島西方から北方へ流れて

います。その後、山陰・若狭冷水に沿って東方へ流れてい

ると考えられます。 

＊県内の漁獲情報については水産試験場ホームページ (鳥取県水産試験場で検索してください) 
に詳しく掲載しています、是非ご利用ください。 

     9月上旬の水塊配置と対馬暖流 

 研究機関等による発生源調査及びJAFIC(漁業情報サービスセンター)の
目撃報告から、今年も大型クラゲの大量出現の可能性は低く、このまま収
束に向かう状況です。 
  

平成３０年大型クラゲの出現状況 

①発生源 東シナ海 
 ・昨年同様、出現量は少ない       
②発生源 黄海 
 ・出現なし  
③日本海における来遊状況 
 ・長崎県から石川県にかけて目撃 
 ・目撃数は一箇所につき数個体程度 
 ・鳥取県沿岸での目撃はないものの、 
  島根県沿岸の定置網と隠岐周辺で目撃 発生源調査定線 

★境港水産事務所からのお知らせ★ 

境港水産まつりが１０月７日（日）に開催！ 
・境港３大祭りの一つである、境港水産まつりが県営境港水産物  
 地方卸売場市場で開催されます。 
・昭和５７年から毎年開催しており、市場が現在の境港市昭和町 
 に移転したことをきっかけに始まりました。 
・毎年多くのお客さんが鮮魚を求め、市場は活気に溢れています。 
 ぜひ、足を運んでみてはいかがでしょうか？ 
 

水産まつりの催し 
・セリ卸売体験 
・魚のつかみ取り 
・魚の詰め放題 
・マグロの解体ショー 
・『愛田幾也』オンステージ 
・体験乗船（第一鳥取丸、はやぶさ、若鳥丸） 
・無料試食コーナー（ベニズワイガニ、カニ汁） 
 名称 場所 開催日時 

境港水産
まつり 

鳥取県営境港水産物地方卸売市場 
（鳥取県境港市昭和町９－７） 

１０月７日（日） 
 ８：００～１５：００ 

境港の漁業や栽培漁業について説明する様子 

放流！大きくなってね 放流前にじっくり観察 

ヒラメ種苗放流の準備の様子 ヒラメ栽培漁業の説明 

栽培漁業センター 
境港で「みなと見学会」が行われました 

 8/29に境港の身近にある港湾施設や地

元の産業である漁業について、体験を通

じて理解することを目的として、余子小

学校5年生27名が境港で「みなと見学会」

（主催：（株）井木組・（株）木下建

設）を行いました。 

 当日は、穏やかな天候に見舞われ、夢

みなとタワー横でヒラメの種苗放流を行

い、現在、美保湾栽培漁業推進協議会

（会長 景山一夫）により実施されている

ヒラメの栽培漁業を学びました。 

 また、鳥取県漁業協同組合境港支所で

漁業について勉強しました。 

 境港の漁業や栽
培漁業などについ
て、一生懸命勉強
して、みんなの海
をこれからも大切
にしてね！ 

水産試験場 

 9月1日から沖合底びき網の2018年漁期が幕開け
しました。今漁期は久々に1隻増加し、24隻での操業
となりました。 
 漁期序盤の主要漁獲物であるハタハタの今期の漁
獲状況は以下のとおりです。 
 ●漁獲量は前年より少ない 
 ●漁獲物のサイズは小さいものの比率が高い 

9月のハタハタの漁獲物組成 
 10月の主力となる魚種の漁況
としては次が見込まれます。 
 

マダラ …前年より少ない 
ソウハチ（えてがれい） 
   …前年より少ない～前年並 
アカガレイ …前年より少ない 
 

※主力魚種が状況が芳しくない
ため、ホッコクアカエビやヒレグロ
など多種多様な魚が水揚げされ
る見込みです。 
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